
コ
ロ
ナ
禍
で
職

場
は
不
安
と
不

満
の
渦
に
！

今
年
１
年
を
振
り
返
り
印
象

的
な
出
来
事
は
、
な
ん
と
言
っ

て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
で
す
。
１
２
月
１
日
に

決
定
し
た
「
新
語
・
流
行
語
大

賞
」
で
も
「
３
密
」
が
大
賞
に
、

ト
ッ
プ
テ
ン
に
は
「
ア
ベ
ノ
マ

ス
ク
」
「
ア
マ
ビ
エ
」
Ｇ
ｏ
Ｔ

ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
選
出
す

る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
関
係
が
多

数
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

政
府
は
４
月
７
日
、
東
京
都
、

神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、

大
阪
府
、
兵
庫
県
、
福
岡
県
の

７
都
府
県
を
対
象
地
域
と
し
て

緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
し
ま
し

た
。
ユ
ニ
オ
ン
は
、
４
月
１
６

日
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
に
関
す
る
緊
急
要
求

書
」
を
本
省
当
局
へ
提
出
し
ま

し
た
。
要
求
書
を
提
出
し
た
１

６
日
夜
、
政
府
は
緊
急
事
態
宣

言
の
対
象
地
域
を
全
国
に
拡
大

さ
せ
ま
し
た
。

き
ち
ん
と
し
た
準
備
や
職
員

へ
の
周
知
が
行
わ
れ
な
い
ま

ま
、
４
月
上
旬
か
ら
７
都
府
県
、

４
月
２
０
日
か
ら
は
全
国
の
職

場
で
在
宅
勤
務
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、

時
差
出
勤
等
を
取
り
組
ん
だ
こ

と
か
ら
、
管
理
職
も
一
般
職
員

に
も
不
安
や
不
満
が
広
が
り
ま

し
た
。

５
月
に
は
緊
急
事
態
宣
言
解

除
、
６
月
１
９
日
に
は
移
動
制

限
解
除
と
な
り
ま
し
た
が
、
７

月
中
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
全
国

の
感
染
者
１
５
０
０
人
超
え
の

第
２
波
、
１
１
月
中
旬
か
ら
は

連
日
２
５
０
０
人
を
超
え
る
第

３
波
を
迎
え
て
い
ま
す
。

初
の
書
面
討
議

や
活
動
に
影
響

こ
う
し
た
な
か
で
、
管
理
職

ユ
ニ
オ
ン
の
活
動
に
も
大
き
な

影
響
が
生
じ
ま
し
た
。

第
２
３
回
定
期
全
国
大
会
は

５
月
末
に
愛
知
県
豊
橋
市
で
の

開
催
予
定
が
無
期
延
期
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
代

わ
る
書
面
に
よ
る
議
案
討
議
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
や
在

宅
勤
務
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
働
き

方
改
革
な
ど
意
見
や
提
案
が
数

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

７
月
に
は
第
１
回
中
央
執
行

委
員
会
を
東
京
都
内
で
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
第
２
波
で
中

止
、
代
わ
り
に
９
月
５
、
６
日

に
東
西
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
開

催
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
１
１

月
に
は
初
め
て
役
員
が
一
堂
に

会
す
る
第
１
回
委
員
長
・
中
央

執
行
委
員
合
同
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
離
隔
の

確
保
や
１
時
間
毎
の
換
気
な
ど

十
分
な
対
策
を
行
っ
て
の
実
施

で
し
た
。

会
議
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

職
場
の
状
況
、
発
注
業
務
や
ヒ

ア
リ
ン
グ
な
ど
負
担
軽
減
の
有

無
、
在
宅
勤
務
の
状
況
や
問
題

点
、
テ
レ
ワ
ー
ク
機
器
の
普
及

状
況
、
育
児
・
介
護
・
通
勤
困

難
に
対
す
る
在
宅
勤
務
や
テ
レ

ワ
ー
ク
の
拡
大
、
今
後
ユ
ニ
オ

ン
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
か
に

つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
９
～
１
２
月
に
取
り
組
ん

だ
第
１
２
回
管
理
職
員
等
ア
ン

ケ
ー
ト
で
コ
ロ
ナ
対
策
や
在
宅

勤
務
の
設
問
で
職
場
で
の
感
染

対
策
状
況
や
要
求
を
把
握
し
、

当
局
へ
の
要
求
に
反
映
し
、
折

衝
や
官
房
長
交
渉
等
で
の
追

及
、
機
関
紙
宣
伝
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

整
備
局
定
員
、

純
増
へ
転
換

昨
年
１
２
月
の
「
令
和
２
年

度
機
構
・
定
員
等
の
審
査
結

果
」
で
は
、
国
交
省
全
体
で
１

８
７
名
、
地
方
整
備
局
は
１
０

１
名
の
増
員
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
ユ
ニ
オ
ン
は
、
２
０
０
１

年
の
省
庁
再
編
以
来
初
、
国
家

公
務
員
定
員
削
減
計
画
の
１
９

６
７
年
以
来
初
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
地
方
整
備
局
の
人
員
は
減

る
一
方
か
ら
増
勢
に
転
じ
る
画

期
的
な
成
果
と
評
価
し
、
令
和

３
年
度
以
降
も
地
方
整
備
局
の

増
員
を
継
続
す
る
こ
と
と
国
土

地
理
院
の
増
員
を
求
め
て
い
ま

す
。１

０
月
７
日
の
官
房
長
会
見

で
水
島
官
房
長
は
、
「
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
必

要
な
要
員
の
確
保
と
組
織
の
整

備
に
は
引
き
続
き
最
大
限
努

力
」
と
努
力
姿
勢
を
示
し
ま
し

た
。
（
ユ
ニ
オ
ン
ニ
ュ
ー
ス
３

４
５
号
参
照
）

こ
の
機
関
紙
が
配
布
さ
れ

る
頃
に
は
「
令
和
３
年
度
機
構

・
定
員
等
の
審
査
結
果
」
が
示

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
１

２
月
上
旬
の
折
衝
で
は
増
員
の

継
続
、
配
布
さ
れ
た
定
員
を
有

効
利
用
し
「
一
人
出
張
所
」「
空

席
ポ
ス
ト
」
を
解
消
す
る
よ
う

追
及
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
各
地
で
災
害
対
応
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
「
令
和
２
年

７
月
豪
雨
」
で
は
中
部
地
整
に

お
い
て
、
管
内
の
主
任
監
督
員

以
上
の
職
員
に
よ
る
４
パ
ー
テ

ィ
ー
の
シ
フ
ト
制
に
よ
る
復
旧

作
業
で
通
行
止
め
の
早
期
開

放
、
９
月
の
台
風
１
０
号
接
近

で
は
本
省
指
示
に
よ
り
災
害
対

策
用
機
械
を
被
災
予
想
地
域
の

近
く
に
配
備
す
る
「
前
進
待
機
」

が
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
無
い
対
応
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
職
員
へ
の
負
担
、

移
動
・
待
機
・
宿
泊
場
所
等
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
状
況
、
意
思

疎
通
や
判
断
が
き
ち
ん
と
出
来

る
か
な
ど
検
証
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
民
の
生
活
や
生

命
を
守
る
仲
間
で
あ
る
災
害
協

定
業
者
や
維
持
業
者
の
労
働
者

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
労
働
条

件
に
も
監
督
者
の
立
場
で
充
分

配
慮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
対
面
で

の
会
議
や
職
場
懇
談
会
、
飲
み

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
困
難
と
い
う

不
自
由
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
役
員
や
組
合
員
、
職
場
内

外
の
声
に
耳
を
傾
け
、
工
夫
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

引
き
続
き
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
局
長

池
田
義
一
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日本一の大河、信濃川の洪水を

日本海へ流す「大河津可動堰（新

潟県燕市）」で休日に自撮り。日

本最大級のゲート幅４０ｍ、油圧

式ラジアルゲート６門です。私の

課ではゲート設備の点検・修繕を

担当しています。（池田事務局長

：北陸 信濃川河川事務所）

コロナ禍に負けない。新しい
生活様式に応じた活動で、職
場の声を基本に要求実現を！

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
生
活
の
形
も
変
化
し
た
今
年
、
管
理
職

ユ
ニ
オ
ン
は
、
職
場
内
外
の
声
に
耳
を
傾
け
、
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
大
会
か
ら
半
年
、
池
田
事
務
局
長
が
運
動
に
つ
い
て
、

１
年
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

池田事務局長 一年を振り返る池田事務局長 一年を振り返る
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新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
急
増
を
受
け
、
４
月
７
日
、

東
京
な
ど
７
都
府
県
を
対
象
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
、
１
６
日
に
は
全
国
に
拡
大
し
ま
し
た
。
身

体
的
距
離
の
確
保
や
マ
ス
ク
着
用
と
い
っ
た
「
新
し

い
生
活
様
式
」
や
在
宅
勤
務
な
ど
の
感
染
防
止
策
が

呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
宣
言
は
５
月
２
５
日
に
全

面
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
各
地
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
、
国
内
の
感
染
者
は
１
０
月
に
１
０

万
人
を
突
破
。
１
１
月
に
は
、
７
月
か
ら
始
ま
っ
た

「
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
運
用
も
見
直
さ

れ
る
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

生
活
様
式
や
仕
事
の
内
容
も

変
わ
る
中
、
ユ
ニ
オ
ン
の
活
動

も
定
期
大
会
や
各
種
会
議
の
書

面
討
議
、
延
期
な
ど
の
対
応
と

な
り
ま
し
た
が
、
２
年
に
１
回

の
取
り
組
み
で
あ
る
管
理
職
員

等
ア
ン
ケ
ー
ト
を
１
３
０
０
名

以
上
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

２０２０年の年末を迎え、新型コロナウイルスに翻弄された１年でしたが、
主な出来事を振り返ってみました。

２
０
１
９
年
台
風
１
９
号
に
よ
り

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
を
契
機

に
東
北
地
方
整
備
局
「
宮
城
南
部
復

興
事
務
所
」、
関
東
地
方
整
備
局

「
久
慈
川
緊
急
対
策
河
川
事
務
所
」

な
ど
の
新
組
織
が
４
月
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
２
０
年
７

月
豪
雨
に
よ
り
、
九
州
や
中
部
地
方

で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
災
害
体

制
の
強
化
の
た
め
、
九
州
地
方
整
備
局
八
代
河
川
国
道
事
務
所

「
八
代
復
興
出
張
所
」
が
９
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

新
組
織
は
、
地
域
・
住
民
に
と
っ
て
早
期
復
旧
を
望
む
声
に
応

え
る
も
の
で
す
が
、
最
先
端
で
奮
闘
し
て
い
る
職
員
の
健
康
あ

っ
て
成
し
得
る
も
の
で
、
災
害
復
旧
現
場
の
過
酷
な
環
境
改
善

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
国
土
交
通
省
定
員
が
２
０
０
１
年
省
庁

再
編
以
来
、
１
０
１
名
の
増
員
が
実
現
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
数

年
連
続
し
て
い
る
豪
雨
や
地
震
災
害
に
対
す
る
緊
急
災
害
対
策

の
強
化
は
も
と
よ
り
、
国
土
強
靱
化
の
取
り
組
み
の
加
速
化
の

た
め
に
は
、
事
務
所
・
出
張
所
の
体
制
強
化
が
必
要
で
す
。

２０２０年 主な出来事
２月 ・官房長交渉が行われる
３月 ・国家公務員定年65歳へ引き上げの閣

議決定される。（国会で5月に廃案とな
る）

４月 ・中部、九州で新たに２年目フルタイム
再任用が実現する。
・新型コロナ感染急増、緊急事態宣言発
令、職場は在宅勤務など新しい生活様
式へ。

６月 ・第23回定期全国大会は書面討議で開
催する。小原新委員長をはじめ新しい
体制がスタートする。
・人事院規則10-16（パワー・ハラス
メント）が施行される。

７月 ・7月豪雨により中部、九州などで甚大
な被害が発生した。TEC-FORCEは
延べ10,606名が派遣される。

９月 ・7月豪雨被害を受け、九州地方整備局
八代河川国道事務所「八代復興出張所」
が設置される。
・次年度組織定員要求で昨年に続き純増
要求が明らかになる

１０月 ・一時金0.05月切り下げ等の人事院勧
告が出される。（国会で11月に可決さ
れる）
・官房長会見、人事院会見、内閣人事局
交渉が行われる

１１月 ・大会以降、はじめて一同に集まって、
委員長・中央執行委員合同会議を大阪
で開催する。
・体制拡充を求め３単組合同の国会議員
要請が行われる

１２月 ・2年に1回の管理職員等アンケートを
実施し、1,300名以上を集約する。

２０２０年 ユニオン重大ニュース２０２０年 ユニオン重大ニュース

赴任旅費の改善が実現
「引越貧乏問題」を本省、人事院、財務省

に指摘し改善を求めてきた結果、引越代（赴
任旅費）の実費精算が２０２０年４月からで
きるようになりました。近年の引越代の高騰
による職員の自己負担を軽減
するため、実費支給するもの
ですが、３社見積り、実質支
給減、複雑な手続きなど課題
が残っています。

６月１日に人事院規則10-16（パワー・
ハラスメントの防止等）が施行されました。

規則に定義や対応が明記され
ましたが、全ての職員に対し
周知徹底をはかる必要があり
ます。

再
任
用
の
処
遇
は
毎
年
改
善

フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用
は
、
２
０
１
９
年
度
に
全
地
方
整
備
局
・

国
土
地
理
院
で
実
現
し
、
２
年
目
の
フ
ル
タ
イ
ム
も
実
現
し
て
い

ま
す
。
２
０
２
０
年
度
は
、
中
部
、
九
州
で
新
た
に
２
年
目
の
フ

ル
タ
イ
ム
再
任
用
を
勝
ち
取
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ル
タ
イ
ム

再
任
用
の
定
員
に
つ
い
て
は
、
別
枠
と
し
て
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
２
０
２
０
年
度
も
別
枠
定
員
を
勝
ち
取
り
、
昨
年
度
の
６
か

ら
２
７
と
大
き
く
増
や
し
ま
し
た
。

どうなる定年延長問題
政府は国家公務員の定年延長関連法案

を３月に国会提出し閣議決定しました
が、国民から強い反対を受けた検察庁法
改正案とともに５月に廃案となりまし
た。しかしながら、１０月７日の人事院
勧告では、「定年を段階的に６５歳に引
き上げるための措置が早期に実施される
よう改めて要請」となっており、年金制
度の見直しも含め雇用と年金の接続を図
る事が必要です。


